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名
古
屋
大
学
東
洋
史
学
研
究
室

二
〇
一
九
年
度
東
洋
史
関
係
講
義
題
目

学　

部

〈
概
論
〉

　

東
洋
史
概
論
Ⅰ 

井
上　

進 

教
授

　

東
洋
史
概
論
Ⅱ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

〈
基
礎
演
習
〉

　

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅰ 

井
上　

進 

教
授

　

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅱ 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅲ 

土
屋　

洋 

准
教
授

〈
講
義
〉

　

中
国
史
講
義
Ⅱ 
土
屋　

洋 

准
教
授

　

中
国
史
講
義
Ⅲ 
林
謙
一
郎 

准
教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
史
講
義 
加
藤
久
美
子 

教
授

　

西
南
ア
ジ
ア
史
講
義 

三
田
昌
彦 

助
教

〈
講
読
〉

　

中
国
史
史
料
講
読
a
・
b 

井
上　

進 
教
授

　

中
国
史
外
書
講
読
a
・
b 

林
謙
一
郎 

准
教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
史
英
書
講
読
a
・
b 

加
藤
久
美
子 

教
授

 

林
謙
一
郎 

准
教
授

〈
演
習
〉

　

中
国
史
演
習
Ⅰ
a
・
b 

土
屋　

洋 

准
教
授

　

中
国
史
演
習
Ⅱ
a
・
b 

井
上　

進 

教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
史
演
習
a
・
b 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

卒
業
論
文
演
習 

井
上　

進 

教
授

 

加
藤
久
美
子 

教
授

 

林
謙
一
郎 

准
教
授

 

土
屋　

洋 

准
教
授

大
学
院

〈
演
習
〉

　

中
国
近
世
史
演
習
a
・
b 

井
上　

進 

教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
近
世
史
演
習
a
・
b 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

中
国
民
族
史
演
習
a
・
b 

林
謙
一
郎 

准
教
授

　

中
国
古
代
史
演
習
a
・
b 

土
屋　

洋 

准
教
授

　

東
洋
史
学
方
法
論
演
習
a
・
b 

井
上　

進 

教
授

　

 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

 

林
謙
一
郎 

准
教
授

　

 

土
屋　

洋 

准
教
授

〈
講
読
〉

　

中
国
近
世
史
史
料
講
読
a
・
b 

井
上　

進 

教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
近
世
史
英
書
講
読
a
・
b 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

 

林
謙
一
郎 

准
教
授

〈
研
究
〉

　

東
南
ア
ジ
ア
史
研
究 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

中
国
民
族
史
研
究 

林
謙
一
郎 

准
教
授

　

西
南
ア
ジ
ア
史
研
究 

三
田
昌
彦 

助
教

　

中
国
史
研
究
Ⅱ 

土
屋　

洋 

准
教
授

彙　

報
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二
〇
一
八
年
度
学
士
論
文
題
目

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
変
遷

　

―
古
代
中
国
の
盤
上
遊
戯
で
あ
る
六
博
を
中
心
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
変
遷

を
見
る
― 

小
島
拓
人

　

張
保
皐
の
台
頭
と
赤
山
法
華
院　

 

原
田
真
未

　
『
和
文
釈
例
』
と
そ
の
著
者
呉
啓
孫 

杉
村
瞭
太

二
〇
一
八
年
度
修
士
論
文
題
目

　

マ
ラ
ヤ
の
華
人
幇
会
と
労
工　

 

梁　
　
　

洵

二
〇
一
九
年
度
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
大
会
報
告

　
『
三
国
志
』
に
見
え
る
〈
分
〉
に
つ
い
て 

東　

晋
次

　

 

福
建
・
江
蘇
の
人
文
学
シ
ン
ポ
（
二
〇
一
八
年
末
）
に
見
る
中
国
社
会
の

現
状
と
課
題

　

―
歴
史
研
究
者
は
ど
う
考
え
た
か
、
そ
し
て
我
々
は
― 
森　

正
夫

　
　

編　

集　

後　

記

今
年
も
皆
さ
ま
に
本
誌
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
昨
年
よ
り
随
分
昔
の
卒
業
生
が
編
集
に
加
わ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
私
自
身
そ
の
一
人
で
す
。
本
誌
創
刊
時
の
編
集
委
員
で
し
た
の

で
、
そ
れ
か
ら
数
え
て
約
五
〇
年
、
当
時
は
著
者
か
ら
原
稿
が
渡
さ
れ
る
と
、

先
ず
赤
鉛
筆
で
の
原
稿
校
正
。
そ
れ
と
比
べ
て
随
分
と
編
集
作
業
も
変
わ
り
ま

し
た
。
し
か
し
雑
誌
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
意
気
込
み
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

今
号
は
学
部
生
か
ら
現
役
教
員
・
そ
し
てO

B

と
幅
広
い
年
代
の
書
き
手
の

「
作
品
」
が
並
び
ま
し
た
。
雑
誌
を
刊
行
し
続
け
る
事
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々
は
「
総
力
戦
」
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
本
誌
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
編
集
担
当
、
榎
本
）。




